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の中に正解を知っているメンバーが一人いても，必ずしもその集団が正解に達するわけではない
（Maier& Solem,1952）。またブレーン・ストーミングによって提出されるアイディア数は，個人











































































































































































































































































1  10.3  24  27  5  2  1.0  3  3
 
4  12.3  24  28  5  1  2.0  6  4
 
5  7.0  17  19  4  2  0.7  2  0
 
6  17.7  37  38  5  4  2.7  8  2
 
7  12.7  22  26  5  1  2.7  8  2
 
11  13.0  24  26  3  1  1.3  4  0
平均 12.2  24.7  27.3  4.5  1.8  1.7  5.2  1.8
等価群
2  9.0  21  21  3  3  1.7  4  3
 
9  13.0  23  23  0  0  0.3  1  0
 
12  14.3  28  28  2  2  0.0  0  0
平均 12.1  24.0  24.0  1.7  1.7  0.7  1.7  1.0
抑制群
3  14.0  26  25  2  3  1.7  5  3
 
8  7.7  19  18  1  2  1.7  4  1
 
10  10.7  24  18  2  8  1.0  3  9


















































ループの平均一致率は 95.5％で，不一致の場合は第三の評定者によって決定された。図 7・図 8・表





























グループ 単語の一部 手がかり 単語の一部＋手がかり 正再生 誤再生 その他
促進群
1  11  52  63  113  26  112
 
4  29  61  90  161  47  189
 
5  44  18  62  76  15  198
 
6  20  43  63  303  42  317
 
7  157  88  245  91  106  407
 
11  47  21  68  75  18  129
平均 51.3  47.2  98.5  136.5  42.3  225.3
等価群
2  26  26  52  72  21  225
 
9  137  21  158  161  30  225
 
12  7  1  8  98  7  78
平均 56.7  16.0  72.7  110.3  19.3  176.0
抑制群
3  17  10  27  80  37  157
 
8  39  36  75  107  25  150
 
10  22  42  64  100  78  274
平均 26.0  29.3  55.3  95.7  46.7  193.7
 



































促進群 6.8（22.8) 6.8（1.7) 5.0（0.2)
等価群 6.8（22.3) 7.0（1.3) 5.0（0.3)































































促進群 度数 8  7  3
％ 44.4  38.9  16.7
等価群 度数 1  3  5
％ 11.1  33.3  55.6
抑制群 度数 0  4  5
％ 0.0  44.4  55.6
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ではなかろうか。
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(注 1) 本研究は内田愛子による平成 18年度卒業研究『3人集団による協同想起における促進・抑制現象の検討』を
もとに，データの再分析と新たな考察を試みたものである。本研究の一部は，日本認知心理学会第 5回大会（2007
年 5月）で発表された。
(注 2) 現・高崎事務器株式会社
(注 3) 予備実験において，グループで相談するのではなく，メンバー間で用紙を回して覚えている単語を一人ずつ
順に記入していくという方略が観察されたため，このような教示を加えた。
(注 4) 当初は話し合いによって，再生された単語に対する確信度がどう変化するかを検討する予定であった。しか
し後述のように，再生された単語に対する確信度は個人再生の段階から概ね高かった。そのため，協同想起前
後での確信度の変化は，今回は分析しなかった。
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